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3/19（水）産学連携実装化プロジェクト成果報告会 

～「大学研究」×「ビジネス」のマッチング～の開催 

 
京都市及び(公財)京都高度技術研究所では、京都市の社会課題の解決に取り組む大学研究者に

助成等を行う「産学連携実装化プロジェクト」を実施し、大学の優れた研究成果を社会実装につ

なげることで、大学発ベンチャーの起業を後押しするなど、京都産業の活性化を推進しています。 

この度、当プロジェクトに採択された大学研究者の研究成果を報告するとともに、事業会社や

起業志望者の方に向けた大学研究者とのマッチング交流会を開催します。 

 

１ 日 時 

 令和７年３月１９日（水）午後２時～午後５時３０分（受付：午後１時３０分～） 

 

２ 会 場 

京都経済センター ３階（〒600-8009 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町７８番地） 

⑴ 成果報告会      Ｆ会議室 

⑵ マッチング交流会   ＫＯＩＮ 

 

３ プログラム 

時間 内容 

１４：００ 産学連携実装化プロジェクト概要説明 

１４：１５ ＜産学連携実装化プロジェクト成果報告会＞ 

①京都大学 成長戦略本部 インフラ先端技術産学共同研究部門 小椋 紀彦 特定助教 

「橋梁の定期点検支援技術の高度化と維持管理プラットフォームの構築」 

②京都大学大学院 農学研究科 森林科学専攻 寺本 好邦 准教授 

「木材用塗膜の潜在劣化の検出による早期診断技術の開発」 

③京都大学大学院 理学研究科 生物科学専攻 野田口 理孝 教授 

「万願寺とうがらしの生産性向上を実現する植物診断Ｗｅｂアプリの開発」 

④京都工芸繊維大学 応用生物学系 半場 祐子 教授 

「脱炭素・省エネルギーを実現する農業照明用パルス電源ＬＥＤの性能評価技術開発」 

⑤京都大学大学院 農学研究科 応用生物科学専攻 舟場 正幸 教授 

「ブランドビーフの安定的生産を可能にする飼養技術開発」 

１６：４０ マッチング交流会 

１７：３０ 閉会 

 

 

報 道 発 表 資 料 
（経済・大学同時） 

最前線の研究技術を社会実装化！ 



 

４ 対象者 

最新の大学研究に興味がある事業会社、起業志望者、大学、支援機関など 

 

５ 定 員 

会場参加：５０名（先着順） 

オンライン参加：上限なし ※マッチング交流会は会場参加のみ 

 

６ 参加費 

無料 

 

７ 申込方法 

  令和７年２月１９日（水）から３月１８日（火）午後５時までに、下記ＷＥＢサイトから 

お申し込みください。 

  ➢ＵＲＬ https://www.astem.or.jp/whatsnew/event/20250219-40646.html 

 

８ 問合せ先 

＜産学連携実装化プロジェクト事務局＞ 

公益財団法人京都高度技術研究所（アステム） 

地域産業活性化本部 京都市桂イノベーションセンター 

  Ｔ Ｅ Ｌ：０７５－３９１－１１４１   Ｅ－ｍａｉｌ：kkic@astem.or.jp 

 

９ 協力企業 

本事業は、取組の趣旨に賛同いただいた企業からの御寄付も活用し、実施しています。 

これまでに御寄付いただいた企業は以下のとおりです。（令和７年２月１９日現在） 

   

・株式会社ジェイ・エス・ビー（京都市下京区） 

 

（参考）令和６年度「産学連携実装化プロジェクト」 

⑴ 目的 

安心・安全で持続可能なまちづくりを進めるため、社会課題の解決に取り組む大学研究者への助成や伴

走支援等を行い、大学の優れた研究成果を社会実装につなげます。これにより、大学発ベンチャーの起業

を後押しするなど、京都産業の活性化を推進します。 

⑵ 申請対象者 

京都市内に設置されている大学・短期大学において研究を行っている者 

⑶ 申請内容 

京都市が抱える社会課題の解決につながる革新的研究開発 

⑷ 助成金額 

ア 助成金額 上限２００万円（間接経費を含む。） 

イ 助成率  １０／１０ 

⑸ 助成対象期間 

令和６年８月１５日（木）～令和７年２月２８日(金） 

https://www.astem.or.jp/whatsnew/event/20250219-40646.html
mailto:kkic@astem.or.jp

